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これからの牛群検定情報活用

－ 今、乳検で出来ること！！ ー



北 海 道 の 現 状 （その１）

検 定 組 合 の 組 織（平成２７年１２月末現在）

９８組合
検定員 448名（男性：336名、女性112名）平均年齢 47歳
検定員立会平均回数 141回/年 （男性129回、女性177回）
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１．北海道における牛群検定（乳検）の現状

検 定 組 合 軽 費（平成２６年度実績から）

検定組合総額 ： 1,532百万円
検定農家軽費 ： 338千円/年（地区 442〜186千円）
検定農家負担費 ： 199千円/年（地区 256〜 84千円）
検定農家月額負担費 ： 16千円/月



北 海 道 の 現 状 （その２）

規 模・普 及 率（平成２７年１２月末現在 : 検定戸数の割合は生乳出荷戸数に対して）

検定戸数 ： ４，３９７ 戸（普及率７３．７％） 5,964戸
検定頭数 ： ３４７，１７０ 頭（普及率７５．５％）459,700頭
AT検定法 ： 3,799戸 普及率 86.4%
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１．北海道における牛群検定（乳検）の現状

年 間 検 定 成 績（Ｈ２６年１～１２月）
戸 数 ： ４，４４９ 戸 （４，５６１ 戸）
乳 量 ： ９，０８８ｋｇ （９，１０５ ｋｇ）

乳脂肪率 ： ４．０２％ （４．０３％）

蛋白質率 ： ３．３２％ （３．３２％）

無脂固形分率 ： ８．８１％ （８．８０％）
体細胞数 ： ２１．３万／ｍｌ（ ２１．８万／ｍｌ）
分娩間隔 ： ４３０日 （４３２日）
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４３０

１．北海道における牛群検定（乳検）の現状
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分娩間隔・搾乳日数を適切にするためには

分娩間隔が380日で
乾乳日数を60日に設定

▼

搾乳日数：320日
380－60＝320日
▼

▼

授精～分娩：280日
▼

分娩後初回授精
目標：85～115日

泌乳期 乾乳期

320日

380日

60日

280日100日

授
精
は
？

分娩
▼

分娩
▼

ＶＷＰ（分娩後、意図的に授精しない期間）の設定

▲
授精

▲
発情

▲
発情

▲
発情

乳量
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１．北海道における牛群検定（乳検）の現状



Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
10

１．北海道における牛群検定（乳検）の現状
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１．北海道における牛群検定（乳検）の現状
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検 定 方 法
検定立会

Ａ４検定
毎月１回、夕・朝（１日間）の検定立会を実施

ＡＴ検定
２回搾乳・３回搾乳に限る
夕・朝の搾乳を毎月交互に立会
検定精度を保つための条件あり

自家検定
検定実施農家自身が、自ら飼養する検定牛を、自ら
の責任において検定を実施
検定員の指導が必要

自動検定
搾乳ロボット
検定員が検定 12
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２．検定方法の多様化



１． AT検定法とは？

毎月交互に夜 か 朝 を立会し、１日分の

乳量と乳成分を推定 する検定

従来のA4検定は毎月夜 と 朝の両方を立会

簡易化･効率化
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２．検定方法の多様化



メ リ ッ ト

デ メ リ ッ ト

１．検定による農家の煩わしさ、搾乳中のストレス軽減

１． AT検定法とは？

２．組合運営経費（コスト）の削減

３．検定員の確保

３．実施要件の遵守

２．開始時の自己負担

１．検定成績の精度低下

14Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

２．検定方法の多様化



２． 検定農家の要件

１．経産牛全頭が牛群検定に加入

３．生乳出荷量、自家消費量を正確に報告

４．搾乳回数が２回、午前午後をまたがない事

２．牛群全てＡＴ法で立会

５．通年的に夜朝交互の立会

（検定乳量との比率が±１０％の範囲にあること）

（3回搾乳牛群でのAT検定法は、別途実施要件有り）

15

６．搾乳間隔の許容範囲内で立会できること

７．毎日の搾乳間隔が安定していること

８．搾乳時刻記録タイマーの設置

２．検定方法の多様化
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正しい検定業務を行うために！！
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２．検定方法の多様化



正しい検定立会作業

ミルクメーターの取扱い

メンテナンス、洗浄、立会時の確認など

乳量の読み取り

読み取り方法、角度など

サンプル採取

機種による違い、攪拌、採取法など

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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２．検定方法の多様化



検定成績表(牛群成績)

時系列の整理:1年間の傾向は・・・・

時系列 検定⽇成績

移動13ヵ⽉成績
⽜群構成

検定⽇成績
搾乳⽜1頭平均

体細胞 繁殖管理 経産⽜
1頭当り
年間成績

⽉別分娩予定頭数

18
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３．牛群検定（乳検）データの変革



検定成績表(牛群成績)

グループの整理：管理、方針の結果は・・・・

グループ
項⽬別種雄⽜成績

年間305⽇成績 初産分娩⽉齢
分娩間隔 平均体重

検定⽇乳量階層
年間追加除籍⽜ 授精報告

検定⽇⽜群構成
19
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３．牛群検定（乳検）データの変革



平成25年11月より検定成績表（牛群）新レイアウトへ変更

飼養/搾乳形態追加前⽉成績
乳代-濃飼費の追加

MUN、P/F⽐追加
体細胞表⽰単位変更
(万/ml → 千/ml)

NTP追加

⾁⽜交配率
乾乳・空胎⽇数区分
前年成績の追加

掲載⽉拡張

乳量階層区分
搾乳⽇数区分
MUN・PF⽐ 追加
体細胞表⽰単位変更 初産・2産・3産以上に区分変更、未経産追加

運動器病 → 肢蹄病 に表記変更

SNF追加

未経産12ヶ⽉以上追加

初産⽉齢区分変更
⽉齢+⽇齢表記

レイアウト統⼀

20
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３．牛群検定（乳検）データの変革



牛群検定の役割

牛
群
検
定

生産管理

酪農経営原則を
生かす

利益管理

コストをコントロー
ルする

牛群改良

乳牛に経済価値
を求める

経済検定

乳牛の機能障害
を防止する

Hokkaido Milk Recording And Testing Association

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

生産性の高い効率的な酪農経営の確立

21

３．牛群検定（乳検）データの変革



乳検データを活かす

酪農経営の 損失 は目に見えにくい…

乳 質 によるロス

１廃棄乳、治療代、乳量の損失、淘汰

繁 殖 によるロス

２空胎日数の延長、淘汰

疾 病 によるロス

３周産期疾病の多発、廃用

低能力 によるロス

検定成績で損失を防ぎ、生産性の向上を！
22
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３．牛群検定（乳検）データの変革



乳検データの活用

乳検データとは

個々の能力を総合的に評価できる道具

問題点の発見のための道具

実施に対する確認材料

（やったことは正しかったのか？）

未来予測

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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３．牛群検定（乳検）データの変革



検定成績結果を基に
組み立てを考える

検定成績

将来の飼養管理
の指針を示す
総合基礎情報

過去の出来事の結果

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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３．牛群検定（乳検）データの変革



検定日成績速報とは？

25
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３．牛群検定（乳検）データの変革
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北海道酪農検定検査協会

サンプルを分析

サンプル採取

HT入力
検定データ（乳量など）

分析結果

乳検組合
検定農家

検
定
立
会

ダウンロード

ＦＡＸ

速報用データ

メール配信システムについて

従来の速報システムの流れ

外部支援者（TMRセ
ンター・飼料会社・
普及センターなど）

紙での利用が基本

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

３．牛群検定（乳検）データの変革
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北海道酪農検定検査協会

サンプル採取

HT入力

乳検組合
検定農家

外部支援者（TMRセ
ンター・飼料会社・
普及センターなど）

PDFファイルCSVファイル

メール

検
定
立
会

ダウンロード

ＦＡＸ

補助ツールで
自由に加工

速報用データ

メール配信システムについて

検定日速報メール配信システムの流れ(H18〜）

サンプルを分析

検定データ（乳量など）

分析結果

データでの利用が可能

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association



牛群検定Webシステムとは？

• 専用の組合パソコンで行っていた検定業務や成績

表の閲覧・印刷などを、インターネットを通して

行うためのシステムです。

• インターネットに繋がるパソコンが必要です。

• 組合パソコンを使用しなくても

検定業務ができます。

• 検定農家の方も利用できます。

（公社）北海道酪農検定検査協会
28Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

３．牛群検定（乳検）データの変革



検定データの送受信（Webシステムを使用しない場合）

• 検定パソコン（Windows XP）でのみ検定業務可能
→ パソコンが故障すると検定業務が止まってしまう。

→ WindowsXPのサポート終了

（公社）北海道酪農検定検査協会 29

組合パソコン
(Windows XP)

北酪検

専用回線

専用ソフト

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

３．牛群検定（乳検）データの変革



牛群Webシステムを使わない
検定成績利用

• 検定データはすべて検定組合パソコンに蓄積
→ 組合パソコンの前に行かないと操作できない（＝検定組合・連合会に依頼が必要）

→ すぐに利用できない。気軽に確認できない。

30

組合パソコン

専⽤ソフト

検定農家

過去の成績を確認したい。
データで活⽤したい。

要望

作成データ提供

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

３．牛群検定（乳検）データの変革



検定データの送受信（Webシステムを使用する場合）

• インターネットに繋がるパソコンがあれば検定業務可能
→ WindowsのOSに指定はないので、新しいパソコンで安全に使用できる。

→ パソコンが故障しても、別のパソコンをインターネットに繋げば検定業務継続。

（公社）北海道酪農検定検査協会 31

組合パソコン
(OSは指定なし)

北酪検
インターネット回線

Web用送受信ツール

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

３．牛群検定（乳検）データの変革



今までの流れ（組合パソコンで受信・自動FAX）

32

北酪検

乳成分ファイル

検定組合

乳成分速報/検定⽇速報 検定農家
電話回線でFAX

通話料がかかります

検定⽇／乳成分速報の⾃動FAXを利⽤する PC版Webシステム

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association



牛群検定Webシステム切り替え後の流れ
（インターネットFAX使用）

（公社）北海道酪農検定検査協会 33

乳成分速報/検定⽇速報

北酪検

インターネットFAX
(faximo Silver)

検定農家

組合でのFAX管理が
不要になります

検定⽇／乳成分速報の⾃動FAXを利⽤する PC版Webシステム

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association



牛群Webシステムを使った検定成績利用

• 検定農家・外出先でもインターネットで検定成績を確認可能
→ 組合パソコンの近くにいなくても、検定成績を利用できる。

→ 自由な時間に何度でも確認できる。

（公社）北海道酪農検定検査協会 34

検定組合

北酪検インターネット回線

検定農家

⽜舎・外出先

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

３．牛群検定（乳検）データの変革



①送受信ツール

ハンディターミナルとの送受信を行う（検定組合）

②PC版 牛群検定Webシステム
パソコンを使って、成績表やデータの検索・ダウンロード（検定組合・検定農家）

③モバイル版 牛群検定Webシステム
スマートフォン・タブレットを使って、検定成績やデータの検索・ダウンロード

（検定組合・検定農家）

牛群検定Webシステム
3つの使い方

35Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

３．牛群検定（乳検）データの変革



乳検データの活用

乳検データとは

個々の能力を総合的に評価できる道具

問題点の発見のための道具

実施に対する確認材料

（やったことは正しかったのか？）

未来予測

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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３．牛群検定（乳検）データの変革



検定成績結果を基に
組み立てを考える

検定成績

将来の飼養管理
の指針を示す
総合基礎情報

過去の出来事の結果

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
37

３．牛群検定（乳検）データの変革



PDCAサイクルの活用

38

1．計 画
２．実 行

３．確認・評価

４．改 善

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

３．牛群検定（乳検）データの変革



PDCAサイクルのための土台

39
Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

１．環 境

３．牛群検定（乳検）データの変革

５Ｓ • 整 理

• 整 頓

• 清 掃

• 清 潔

• 躾

2．マインド

牛群検定ＷｅｂシステムＤＬへ



検定日速報のメール配信

牛群検定WEBシステム､モバイル版

牛群検定WebシステムDL（ディーエル）

今後、更に広がる情報活用！

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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41

検定農家・検定組合
プラス 外部支援者（農家同意必要）

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association



1. 繁 殖 管 理 ツ ー ル

繁殖記録のリアルタイム化

利⽤記録 ･･･検定記録 全国DB ⽣産者の報告

データ更新 ･･･最新〜次回検定⽇の間も 随時反映

⾒せ⽅は？ ✔ 「当⽇の繁殖イベント」

✔ 繁殖ステージ別の個体リスト（未授精・授精中・妊確⽜など）

✔ カレンダー（週間・⽉間）
Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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⼊⼒⽅法 利⽤の同意があれば ⾃動更新

利⽤⽅法✔ 乳成分・出荷乳量 の閲覧、ダウンロード

乳成分の推移グラフ、乳検との関連グラフ

✔ 廃棄頭数、個体平均乳量（出荷⽇ごと）の管理

バルク乳成績の反映/利用
- 定期検査、トレースデータ -

2. バルク乳情報 との結合

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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何を⾒せる？

✔ 乳検・バルクに関する グラフと解説

：⽜群成績表の「⼤事な部分」を ビジュアル化

利⽤⽅法は？

✔「総合グラフ」で 農場の位置づけ、課題発⾒

✔ 課題を⾒つけ、「知りたい」「⾒せたい」グラフを選択

3.  情 報 の ビ ジ ュ ア ル 化

情報のグラフ表示機能
- 経営損失の 見える化 -

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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総 合 グ ラ フ

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association 45



Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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４．検定成績から見られる後継牛対策



ゲノミック評価とは

材 料：
リファレンス集団の

①従来の遺伝評価値
②SNP情報

S N P 効 果 予 測 式

SNP
情報

SNP効果 予測式

直接推定ゲノム価

ゲノミック評価値

対 象

結 合

ヤングブル・未経産

従来の評価値
予 測 値

S N P 検 査

DNA抽出 読み取り SNP情報

従来は
PA (両親平均)

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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４．検定成績から見られる後継牛対策



候補種雄牛 後 検 娘 牛
生産用雌牛 後代検定娘牛

1年目 計画交配

2年目
誕生
予備選抜
採 精

（凍結精液の作成）

3年目

待機期間

調整交配

4年目 分娩 誕生/育成
血統登録

5年目 授精

6年目
分娩
牛群検定
体型審査

7年目 遺伝評価値の公表
種雄牛の選抜

候補種雄牛

1年目 計画交配

2年目
誕生

ゲノミック評価
採 精

（凍結精液の作成）

従 来 の 後 代 検 定 事 業 ゲノミック選抜

後代検定との⽐較

① 成績判明までの
期間が⼤幅に短縮

② 信頼度は低下

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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４．検定成績から見られる後継牛対策



雌牛SNPデータの活用

未経産牛のSNP検査

SNP
データ

血縁
データ

能力
データ

遺伝評価シ
ステム

遺伝評価

ゲノム評価値

優秀な雌牛 通常の雌牛

・供卵牛

・ゲノム近交係数による近交抑制

・後継雌牛の生産（交配種雄牛の推奨）

・個体販売

・計画交配（種雄牛の作出）

・計画的なデータ採取
計測が難しかった未測定の形質
新しい形質の遺伝評価

生乳生産を担う雌牛育種改良の資源

・選抜淘汰（個体販売）の判断材料

酪農経営の向上遺伝的改良の促進
2013-11月評価より
新たに公表
(GPI,GNTP)

49

４．検定成績から見られる後継牛対策



ゲノミック評価のメリットと課題

• 評価精度の向上
ヤングサイアー、全きょうだい、雌牛
遺伝率の低い形質（長命性、繁殖性、等）

• 受精卵、誕生直後でも評価可能

• 国内評価値とDNA型を関連付ける
⇒ 評価国により同じDNA型でも異なる値

• 現状、ゲノミック評価値の信頼度は高くない
⇒ 後代検定に代わるものではない

評価値の信頼度

両親平均（PA) ＜ ゲノミック評価 ＜ 後代検定
Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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４．検定成績から見られる後継牛対策



平成27年度牛群検定システム高度化事業
（遺伝的能力向上対策）Alic事業

51
Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

４．検定成績から見られる後継牛対策



ゲノミック評価値の利活用を図る勉強会
９地区にて開催します！

52
Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

４．検定成績から見られる後継牛対策

講演①

「ゲノミック評価の基本と今後の活用について」
講師：一般社団法人ジェネティクス北海道

講演②

「ゲノミック評価に関わる最近の話題と
今後のSNP情報の活用について（研究内容等）」

講師：北海道ホルスタイン農業協同組合

講演②

「今後のゲノミック評価について（研究内容等）」
講師：北海道農業研究センター



ゲノミック評価値の利活用を図る勉強会
９地区にて開催します！(13:00〜）

53
Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

• 2月1日(月) 釧路市 釧路農業会館 会議室

• 2月2日(火) 中標津町 根室生産連 会議室

• 2月8日(月) 八雲町 JA新はこだて八雲基幹支店会議室

• 2月9日(火) 苫小牧市 日胆農業会館 会議室

• 2月12日(金) 北広島市 JA道央北広島営農センター会議室

• 2月17日(水)    帯広市 十勝農協連ビル 会議室

• 2月18日(木) 北見市 北見農業会館 会議室

• 2月24日(水) 豊富町 JA北宗谷 会議室

• 2月25日(木)    旭川市 上川農業会館 会議室

４．検定成績から見られる後継牛対策



飼養形態別の戸数、経産牛頭数および
1頭当たり成績

54
Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association
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４．検定成績から見られる後継牛対策



ＦＳとロボット

55
Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

• 大規模経営中心

• 年間乳量高

• 除籍産次低

• 死産率高

• 分娩間隔短

• 肉牛交配率低

４．検定成績から見られる後継牛対策

つなぎと放牧

• 家族経営中心

• 年間乳量平均的
（放牧は平均より１，０００〜2,000kg少ない）

• 除籍産次高

• 死産率低

• 分娩間隔長

• 肉牛交配率高

乳代・F1生産 収入確保
長く使用することで乳牛売却費低減

乳牛を効率よく回転
高泌乳量維持収入確保



子牛死産率の分布（平成25年度）
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図１．死産率の頻度分布

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

４．検定成績から見られる後継牛対策



子牛の死産は飼養形態問わず発生

57
Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

• つ な ぎ ：5.9%

• 放 牧 ：5.4%

• Ｆ Ｓ ：6.7%

• ロボット ：6.4%

４．検定成績から見られる後継牛対策

• 飼養形態別の平均では

最大の死産率の記録はつなぎ ３３．３％
（ＦＳの最高は２２．２％）

課題明確



死産率と死産率以外の成績の相関関係は

58
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• 死産率と平均産次

• 死産率と除籍産次

４．検定成績から見られる後継牛対策

有意な相関
（負の相関）

死産率が低下すると

平均産次・除籍産次 延 長

死産の発生は子牛死亡による損失だけではなく
母牛供用年数も低下させるため、

後継牛と生乳生産確保には大きな問題！！



死産率0%の牛群と死産率20%の牛群で
の経産牛頭数と1頭当たりの成績

59
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４．検定成績から見られる後継牛対策

分娩間隔長いのは死産の影響、繁殖機能回復遅れ

後継牛生産ペースの鈍化・生産量の低下



肉牛交配率の分布（平成25年度）
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図２．肉牛交配率の頻度分布

４．検定成績から見られる後継牛対策



肉交配率0%の牛群と肉交配率100%の牛群
での経産牛頭数と1頭当たりの成績
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４．検定成績から見られる後継牛対策



肉牛交配率と肉牛交配率以外の
成績の相関関係は

62
Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

• 肉牛交配率と平均産次

• 肉牛交配率と除籍産次

• 肉牛交配率と死産率

４．検定成績から見られる後継牛対策

有意な相関

肉牛交配率は、経営方針にも
左右されるが、死産の発生少なければ

母体のダメージも少なく、供用期間延長
後継牛確保出来るため、余剰分をF1生産へ



牛群検定における精液使用割合の推移
（平成17年〜26年）
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４．検定成績から見られる後継牛対策



牛群検定における精液使用割合の推移（未経産牛）
（平成17年〜26年）
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20.6%

アメリカ
23.2%

カナダ
3.3%

オランダ
3.2%

オーストラリア
0.1%

ニュージーランド
0.0%

その他欧州
0.1%

輸入Holstein
29.9%

精液使用割合（2014年 未経産）

４．検定成績から見られる後継牛対策
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牛群検定における精液使用割合の推移（経産牛）
（平成17年〜26年）

Jersey
0.1%

Brownswiss
0.1%

Guernsey
0.0%

黒毛
3.8%

不明
0.6%

国産Holstein
68.7%

アメリカ
19.3%

カナダ
6.6%

オランダ
0.8%

オーストラリア
0.0%

ニュージーランド
0.0%

その他欧州
0.0%

輸入Holstein
26.7%

精液使用割合（2005年 経産）

Jersey
0.2%

Brownswiss
0.2%Guernsey

0.0%

黒毛
9.2%不明

1.1%

国産Holstein
57.3%

アメリカ
23.5%

カナダ
4.6%

オランダ
3.4%

オーストラリア
0.3%

ニュージーランド
0.1%

その他欧州
0.2%

輸入Holstein
32.0%

精液使用割合（2014年 経産）

４．検定成績から見られる後継牛対策



産次・授精・品種・産子性別ごとの難産率
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４．検定成績から見られる後継牛対策



授精品種別難産発生状況
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• 乳牛雌産子よりF1の雄産子難産発生率高

４．検定成績から見られる後継牛対策

授精品種より産子性別の影響強い

難産回避の目的であれば、

性選別精液の利用も有効な手段！！
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乳検成績を活かす 

・母牛は健康で乾乳期BCSが3.0～3.25程か 

・初妊牛は適正な精液で難産を防いでいるか 

・分娩看護を徹底させ介助のタイミングが適切か 

・分娩後速やかに初乳給与と寒さ対策は十分か 

分娩時の子牛死を減らす 
死産率６.２％ 

（０～３３％） 

・良質な粗飼料を主体に給与しているか 

・牛の本来の姿勢や行動を妨げていないか 

・牛床、飼槽、水槽の日常管理は十分か 

・モニタリングで異常牛を発見対応しているか 

経産牛の供用年数を増やす 

除籍産次３.５産 

(２.５～４.０産） 

・分娩前後をスムーズに移行しているか 

・発情牛は見逃しをなくし発見しているか 

・発情初期をとらえ適期に授精しているか 

・長期不受胎牛を適正に淘汰しているか 

繁殖成績を良好にする 

分娩間隔４３０日 

(３５８～７３１日） 

・密飼がなく分娩場所は快適で床は滑らないか 

・乾乳期は良質粗飼料で充足率を高めているか 

・乾乳の前後期のCaやミネラル給与が適切か 

・初妊牛の施設や群移動がスムーズであるか 

母牛の周産期病を低減する 

分娩後60日以内死廃率 

６.７％ （０～３２％）   

・植生は雑草ではなく牧草が優先されているか 

・草地更新は10年に１回定期的に行っているか 

・刈り取り・収穫・調製の基本が守られているか 

・濃厚飼料だけを選び食いされていないか 

 良質な粗飼料を給与する 

乳脂率4.02％ 

（H19年4.08％） 

経産牛頭数を確保 

生産乳量維持拡大の技術的対応 

（畜産クラスタ事業を活用） 

分娩時の死廃率を低減 

する飼養管理 

性判別精液 

黒毛和牛 

精液 

通常精液 

後代検定 

精液 

数値は北海道酪農家3890戸（最低～最高） 

優良後継牛の育成確保 

受精卵 

Ｈ26年12月末4491戸、除く除籍･飼養形態変更 

４．検定成績から見られる後継牛対策

生産乳量維持拡大のリーフレット



子牛事故低減のリーフレット
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乳検成績を活かす 

・胎児は分娩１か月前で急速に増体する 

・TDN充足率が高ければ難産発生率が低い 

・BCSを3.25程度にして肥らせ過ぎない 

・ミネラル調整で低Ca血症を防ぎ強い陣痛に                 

乾乳後期に食い込ませる 

（過肥にさせない） 
 

・歩行は糖代謝を良くして感受性を高める 

・母牛は繋ぎをやめて自由に子牛を舐めさせる 

・初妊牛は施設、機器の馴致をしっかり行う 

・放牧農家は死産率が他の飼養形態より低い 

・分娩予定日を体温低下で特定し看護する 

・出生後は胎膜を取り除き呼吸を優先する 

・下限温度は高泌乳牛-25℃、子牛13℃だ 

・冬期間の子牛死廃は通常月の２倍だ 

産まれた子牛の看護を徹底 

                

・自然分娩は子牛の起立までの時間が短い 

・介助は強いほど子牛IgＧIgM吸収が低い 

・介助は分娩後母牛の発熱・胎盤停滞が多い 

・無介助率は９割(現7割）を目標に高める 

自然分娩で介助は最小限に 

   

 

・育成牛の管理を徹底し母体の骨筋肉を大きく 

・初産牛や体格の小さい牛は精液選定をする 

・雌は雄より、F１は体が小さく難産が少ない 

・性判別精液は双子がなく単子である 

母牛は歩行、分娩時は自由に 

 後継牛頭数を確保 

分娩時における子牛の事故率低減技術 

（畜産クラスタ事業を活用） 

健康な母子をつくる 

ための技術 

性判別精液
使用率10.３％

分娩前当日

６％ 

分娩0か月

3％ 

 性判別・黒毛精液を授精 

 
「人」という要素 

４．検定成績から見られる後継牛対策



北海道における死産報告件数の推移
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４．検定成績から見られる後継牛対策



北海道における死産率の推移
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４．検定成績から見られる後継牛対策



より若い雌牛から後継牛確保（世代間隔の短縮）

性選別精液を未経産牛授精へ活用
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• 難産回避、後継牛確保、遺伝的改良

４．検定成績から見られる後継牛対策

多くの メ リ ッ ト

ゲノミック評価の利用で未経産牛を判別



新 し い 技 術 の 活 用
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牛群のＦ１の産子数維持
（未経産牛と経産牛の黒毛授精割合の調整）

４．検定成績から見られる後継牛対策

性 選 別 精 液 ゲノミック評価値
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検定農家・検定組合
プラス 外部支援者（農家同意必要）

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association



総 合 グ ラ フ

Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association 75



Hokkaido Dairy Milk Recording and Testing Association

カイゼン（改善）への取り組み
酪農に携わる色々な人たちが効率性の向上に

がんばっています！！

76

ご清聴ありがとうございました！！

検定情報を活用し

効率的に、小さな改善から！！


